日本山岳レスキュー協議会

救助隊合同技術研修会の報告　

　　大阪労山救助隊
２００３年５月２４日（土）～２５日(日)に、愛知県ブッポ－ウォールにて

東京から香川･広島県の岳連と労山の救助隊の合同研修会が開催されました。

内容

テーマ１:フリークライミング時の事故救出

　アルパインクライミングとは異なり、ユマールやプーリ－、スリングなどを通常持っていかないと仮定し、道具の無い条件で引き上げを実施。

結論として、「引き下ろし」を優先に考える。もし無理ならば別パーティが、 事故者の確保を行い、もう１人がラッペルで下に降り事故者を引き上げ、その上がった分を上にいる確保者がロープを引き上げると言うのが効率が良いのではという事になった。

テーマ２：１対１の引き上げシステム

東京労山のスバル式レスキューも公開された。当日は傾斜がゆるく、効率的な引き上げが出来なかったが、傾斜がもっときついときには有効であるとのことである。

テーマ３:岩での宙吊り者の救出

怪我をしたと想定し、実際にシミュレーションキットで怪我を作って実施。

ここ数年基本的な訓練を行ってきたため、スムースに搬出する隊もあったが、指揮が乱れ時間切れの隊もあった。

隠れたポイントは、事故者のパートナへの気配り。

感想

今年は、全国労山の救助隊交流会が１０月に広島で実施されることもあり、労山からの参加者が非常に多く、かつここ数年の定例化による意識の向上を感じた。

以上

